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認知症介護について

はなえくぼひくみで夕方になるとよく見られる光景です。K様は「もう帰らな

いかんね。」「どうしたら（家に）行けますか？」等、帰宅願望を頻繁に訴えら

れます。スタッフが「今日は遅いので泊まっていってください」などと声をかけ

るとその場は納得されますが、再び同じような発言を繰り返されたり、時には

「いつまでもこんな所に閉じ込められて・・・おかしいよ！」と感情が高ぶって

興奮が収まらなくなることもあります。

私たちはその人が発している何らかのサインを見逃さず「なぜこのような行動

をするのだろう？」と原因や背景を考えなければなりません。利用者様の本当の

思いにたどり着けたときに介護者は適切な関わり方ができるのでしょうが、実際

には一筋縄では行かないことが多いのです。

K様の帰宅願望では、「周囲が暗くなってきたから、早く家に帰って子どもの

夕飯の支度や愛犬の面倒を見なければいけない。」という強い気持ちが根底にあ

るようですが、ある時には「お腹がすいているのにご飯の準備ができていない」

いらだちが帰宅願望へ結びついていることもあります。そんな時いつも通り「ご

家族が迎えに来るまでお待ちください」と対応してしまえば「私はお腹がすいて

切羽詰まった状況なのに、このスタッフは何を言っているのか！」とおこらせて

しまうことになります。

認知症介護においては、問題行動（行動障害）に対してこうすれば良いといっ

た明確な対処法がないところに難しさがあるのですが、日常生活の観察（気づき）

から利用者様に関する多くの情報を集積し、介護に関わるスタッフがその情報の

共有化を図ることが大切ではないかと感じています。

はなえくぼひくみ ２階主任介護職員・計画作成担当者 T.T

はなえくぼひくみ２階は９月８日、市内のバイキング式レストランで敬老会を

行いました。皆様ドレスアップし女性利用者様はお化粧もしておでかけしました。

いつもより食欲があり、笑顔も多い利用者様たちを見て、おしゃれをして外出、

外食をすることがどれだけうれしく楽しいことであるのか、少しわかったような

気がしました。

外出することは、自分には当たり前にできることですが、利用者様にとっては

月に何回できるか、また自分の意志だけではできないこ

とであり、非常に重要なことなのだと感じました。

自分にとって初めての行事係。レクリエーションや雰

囲気を盛り上げることが大の苦手な自分にとっては、当

日までは不安な日々でした。共に企画、運営してくれた

職員にとても感謝しています。ありがとうございました。

はなえくぼひくみ２階 行事係 T.S

行 事 報 告
はなえくぼひくみ１階は９月５日敬老会を行いました。

昼食には手まり寿司を中心としたお祝い膳を利用者様と

スタッフとでいただきました。和やかな雰囲気で皆様い

つも以上に美味しそうに召し上がっていました。

昼食後のティータイムは近所のファミレスまででかけ

ました。皆様思いおもいにお好きなものを注文されてい

ました。来年も皆様そろって敬老会を迎えることができ

ますように。 はなえくぼひくみ１階 食材係 N.K

認知症介護実践者研修を終えて①

経験の浅い私を今回の研修に参加させて頂きとても感謝しています。他の参加

者は大先輩の方ばかりでした。ポカンと口を開け聞き入ることもしばしば。とて

も勉強になりました。認知症介護に携わる方々と共感でき、色々と学ぶこともで

きました。私の今に取り入れていこう。そしてもっと向上できるよう頑張らねば

と思いました。

今回の研修のテーマもすぐに決まりました。ちょうど利用者様の対応で困って

いたからです。職員の皆さんの協力にも感謝しています。「研修はいいよ。行く

と。」とおっしゃってらした先輩職員の言葉の意味がわかりました。

はなえくぼひくみ２階介護職員 S.S（介護歴２年９ヶ月）

お ね が い
ご不要となった綿の布、衣類、
タオル等がございましたら、

はなえくぼまでお持ちください。

ちょっとした汚れを拭くのに

使用させて頂きます。

まるで花の精が舞い
降りたよう。

スタッフがお子さんと
フラダンスを披露して

くれました。


